
○７番（小野志保）（登壇） 立憲

民主党、小野志保です。 

 共生社会の実現について伺いま

す。 

 共生社会とは、障害などを理由と

する差別をなくし、誰もが分け隔て

られることなく、互いに人格と個性

を尊重しながら、地域の中で共に手

を取り合って暮らすことのできる社

会のことです。 

 先日、ある障害者団体さんより御

連絡があり、新居浜市総合福祉セン

ターのアリーナの使用ができず、市

民体育館に問合せをしたら、使用料

の減免がなく、場所を探すのに大変

苦労したというお声をお聞きいたし

ました。 

 令和７年度の多目的アリーナの利

用人数は、１万8,050人と伺ってお

ります。この多目的アリーナです

が、国民の祝日や年末年始などの休

館日を除くと、令和７年度は335日

の開館で、１日に午前、午後、夜間

の３つの使用枠があり、点検や社会

福祉協議会主催イベントを除くと

1,005枠、その中で空いている枠は

87枠のみ。これは、全体の8.7％。

稼働率は91.3％にもなり、大変人気

の施設です。 

 新居浜市総合福祉センター設置及

び管理条例施行規則第５条を抜粋す

ると、使用料の減免については、市

内在住の身体障害者手帳、療育手

帳、精神障害者保健福祉手帳等を所

持する方及び付添いの方、そして市

内在住の65歳以上の方が全額免除さ

れます。 

 しかし、本市の体育館である市民

体育館、山根総合体育館、多喜浜体

育館では、障害者、高齢者について

の減免はありません。 

 お隣の西条市では、高齢者や障害

のある方などの社会参加を応援して

いますと銘打ち、高齢者、障害者、

母子・父子家庭、生活保護世帯の

方々の社会参加を促進し、地域福祉

の向上を図るため使用料を減免され

ております。体育館をはじめ、プー

ル、球場、陸上競技場、テニスコー

ト、グラウンドゴルフ場等が、先ほ

ど述べました対象者の方々は全額免

除になります。御自宅の近くにある

施設を利用できることは大変便利で

ありますし、これだけの施設があれ

ば、多くの方々が利用できると思い

ます。もちろん、受益者負担につい

ては理解しておりますが、減免とは

単なる使用料の有無ではなく、高齢

者や障害者の社会参加を促進し、健

康寿命の延伸、生きがいや健康づく

り、自立支援、障害者スポーツの推

進、コミュニティーの醸成、介護予

防、孤立防止など、期待できること

はたくさんあると思います。それに

つなげる福祉施策として位置づける

ことができるのではないでしょう

か。 

 高齢者及び障害者の社会参加の促

進について市はどのように考え、ま

た推進されていますでしょうか。ス

ポーツ活動の場所の確保についても

お聞かせください。 

 本市には、健康づくり推進本部が

設置されており、フレイルグループ

が健康寿命の延伸のために、フレイ

ル予防、介護予防を推進されており

ます。スポーツを通じた健康づくり

と介護予防について、どのようなお

取組、啓発をされていますでしょう

か、計画していることがございまし

たらお教えください。 

 次に、体育施設使用料減免制度の

拡充について、新居浜市体育館設置

及び管理条例施行規則第６条、使用



料の減免に、市長が特に必要がある

と認めるときとありますが、どのよ

うな場合を指すのでしょうか。 

 また、会場の空き状況や減免制度

がないことで、活動機会を失うこと

のないように、減免制度の拡充を御

検討するお考えはありませんか、市

長の御所見を伺います。 

 次に、手話言語条例について伺い

ます。 

 手話とは、音声言語とは異なり、

手や指、体の動きや表情などによっ

て視覚的に表現される独自の言語で

す。重要な意思疎通の手段であるだ

けではなく、社会参加や日常生活を

送る上で必要不可欠です。 

 2006年に国連総会において、障害

者権利条約が採択され、手話言語が

音声言語と同等の言語として定義さ

れ、2011年に障害者基本法改正案が

成立し、法律で初めて手話が言語と

して認められました。昨年の2025年

には、手話に関する施策の推進に関

する法律、手話施策推進法が成立、

施行されました。第３条には、国、

地方公共団体は、手話に関する施策

を総合的に策定、実施する責務を有

すると明記されております。 

 昨年12月の定例議会では、本市に

おきましては、今後制定される県条

例の内容を踏まえ、当事者や関係団

体からの声をお聞きしながら、手話

を使用する人の人権を尊重し、手話

の普及を促進できるよう条例の制定

に向けた取組を進めてまいりますと

の御答弁がありました。 

 愛媛県では、手話が言語であるこ

とを普及するとともに、それぞれの

障害の特性に応じた意思疎通手段の

利用の促進を図ることで、障害者が

その意欲と能力に応じて活躍し、全

ての県民が障害の有無、年齢等にか

かわらず、相互に人格と個性を尊重

し合いながら共生する地域社会を実

現するため、この条例を制定すると

し、愛媛県手話言語の普及及び障が

いの特性に応じた意思疎通手段の利

用の促進に関する条例が令和８年４

月１日に施行されました。一般財団

法人全日本ろうあ連盟さんの手話言

語条例マップを拝見しますと、

2026年６月３日更新として、手話言

語条例の成立は、654自治体とあ

り、県内では、松山市、八幡浜市

が、愛媛県と同じく今年４月１日に

施行されております。 

 現在、本市では、条例の制定に向

けどのような取組を進めてこられま

したか。市長は、手話についてどの

ような認識をお持ちになり、手話に

関する施策を総合的に推進すること

についてどのようなお考えでしょう

か。 

 また、新居浜市手話言語条例の制

定について、市長の御所見を伺いま

す。 

○議長（藤田誠一） 答弁を求めま

す。古川市長。 

○市長（古川拓哉）（登壇） 小野

志保議員さんの御質問にお答えいた

します。 

 手話言語条例についてでございま

す。 

 まず、条例制定に向けた取組につ

きましては、本年４月に愛媛県が施

行した愛媛県手話言語の普及及び障

がいの特性に応じた意思疎通手段の

利用の促進に関する条例の内容を踏

まえ、素案づくりに着手しておりま

す。 

 今後、新居浜市聴覚障害者協会及

び新居浜市難聴者協会に対し、当事

者等の思いを伺うことといたしてお

ります。 



 次に、手話についての認識といた

しましては、手話を使用する方にと

って、日常生活や社会生活を営む上

で、意思疎通のための重要な手段で

あると考えております。 

 次に、手話を言語として尊重し、

手話に関する施策を総合的に推進す

ることにつきましては、本市の重要

な責務であり、市民や事業者の理解

促進、手話を学ぶ機会の確保、手話

通訳者の養成や派遣などにより、手

話を使用しやすい環境の整備を図る

必要があるものと考えております。 

 次に、本市の手話言語条例の制定

につきましては、県条例との整合性

を図り、当事者や関係団体等の意見

を聞きながら、手話の普及を促進で

きるよう、現在、条例の制定に向け

取組を進めているところでございま

す。 

 以上申し上げましたが、他の点に

つきましては関係理事者からお答え

させていただきます。 

○議長（藤田誠一） 久枝福祉部

長。 

○福祉部長（久枝庄三）（登壇） 

共生社会の実現についてお答えいた

します。 

 まず、高齢者及び障がい者の社会

参加の促進についてでございます。 

 高齢者の社会参加につきまして

は、孤独、孤立の解消のみならず、

筋力及び認知機能低下の防止に役立

つものと考えており、社会参加促進

の取組といたしましては、高齢者福

祉センターでの高齢者の交流・生き

がいづくり、自治会が開催する敬老

行事を支援する敬老地域ふれあい事

業、新居浜市老人クラブ連合会の

様々なスポーツや文化行事の支援、

高齢者の居場所づくりや介護予防等

を住民が主体的に活動する健康長寿

地域拠点づくり事業などがございま

す。 

 障害者の社会参加につきまして

は、健康の増進や生活意欲の増進、

自立の促進を図るものと考えてお

り、社会参加促進の取組といたしま

しては、心身障害者（児）団体連合

会による福祉のつどいや体育大会、

新居浜市障がい者自立支援協議会に

よるよいよＨＡＰＰＹな作品展など

を支援するとともに、障がい理解促

進研修・啓発事業で障害についての

理解を深めることで障害者の社会参

加の推進に努めております。 

 次に、スポーツを通じた健康づく

りと介護予防についてでございま

す。 

 本市におきましては、健康寿命の

延伸を目的とした健康づくり推進本

部のフレイルグループを中心に、介

護予防と健康づくりを一体的に推進

しております。 

 スポーツに特化した事業ではござ

いませんが、運動習慣の定着と身体

機能の維持向上を図る取組といたし

ましては、本市オリジナルの介護予

防体操でありますＰＰＫ体操の普及

啓発に取り組んでおります。現在、

119か所の健康長寿地域拠点におい

て約1,800人に継続して御参加いた

だいており、身体機能の維持向上に

加え、外出機会の創出や人とのつな

がりを育む場として、社会参加の促

進とフレイル予防の両面で重要な役

割を果たしております。 

 各拠点におきましては、ＰＰＫ体

操に加え、ボッチャやモルック、輪

投げなどの軽スポーツやレクリエー

ション活動を取り入れる取組も広が

っており、楽しみながら体を動かす

機会の充実が図られております。 

 また、新居浜市老人クラブ連合会



が主催するノルディックウオーキン

グ大会に協力するとともに、年２回

実施している体力測定事業におきま

しては、歩行速度や握力などの測定

に加え、フレイルチェックやベジチ

ェック等の健康相談を併設し、参加

者が自身の身体状況を把握し、生活

習慣の見直しにつなげる機会を提供

するなど、健康意識の醸成にも努め

ております。 

 今後におきましても、ＰＰＫ体操

を核とした地域の通いの場の充実を

図るとともに、軽スポーツや交流活

動を組み合わせることで、体を動か

す機会の拡充を進め、介護予防のさ

らなる充実に取り組んでまいりま

す。 

○議長（藤田誠一） 守谷企画部文

化スポーツ局長。 

○企画部文化スポーツ局長（守谷典

隆）（登壇） 高齢者及び障がい者

の社会参加の促進についてお答えい

たします。 

 高齢者及び障害者のスポーツの場

所の確保についてでございます。 

 本市では、体育施設の利用のう

ち、大会等を除く一般利用につきま

しては、予約システムにより御利用

いただいておりますが、施設によっ

ては利用希望が集中する時間帯もあ

り、抽せんが生じるなど利用者の御

要望にお応えできていない状況もご

ざいます。 

 このような状況を少しでも改善す

るために、障害者や高齢者の方々に

かかわらず、より多くの市民の皆さ

んのスポーツ活動の機会が確保でき

るよう、適切かつ計画的に維持管理

に努めますとともに、利用区分の見

直しなど利用しやすい環境づくりに

取り組んでまいります。 

 次に、体育施設使用料減免制度の

拡充についてでございます。 

 新居浜市体育館設置及び管理条例

施行規則につきましては、同規則第

６条、使用料の減免の市長が特に必

要があると認めるときに基づき、障

害者団体が実施するスポーツ大会な

ど公益性が高い事業で、市として減

免が必要と判断する場合に個別に適

用しております。 

 次に、減免制度の拡充についてで

ございます。 

 施設の利用状況や減免制度の有無

により、市民のスポーツ活動の機会

が制約されることがないよう、次期

の使用料見直しに併せ、利用区分や

減免制度の在り方も含め、市民が利

用しやすい制度となるよう検討を進

めてまいります。 

 以上で答弁を終わります。 

○議長（藤田誠一） 再質問はあり

ませんか。小野志保議員。 

○７番（小野志保）（登壇） ３点

お願いいたします。 

 手話言語条例についてですが、制

定、施行はいつ頃の御予定でしょう

か。 

 ２点目、市長御自身は、新居浜市

における共生社会とは、どのような

社会であるとお考えでしょうか。 

 ３点目、またその実現について、

今後どのように取り組んでいかれた

いお気持ちはあるでしょうか、お願

いいたします。 

○議長（藤田誠一） 答弁を求めま

す。久枝福祉部長。 

○福祉部長（久枝庄三）（登壇） 

小野志保議員さんの再質問にお答え

いたします。 

 まず、１点目の手話言語条例の制

定、施行予定についてですが、年内

に素案、当事者の御意見などをお聞

きした上で案を固めまして、年明け



てからパブリックコメント等を経

て、できれば２月議会に上程させて

いただいて、切りのいい新年度の頭

からの施行ができればという作業に

入っているところでございます。 

 次に、共生社会はどのような社会

であると市長は考えるかというよう

な点ですが、共生社会におきまして

は、障害の有無など違いにかかわら

ず、全ての方がお互いの人格とか個

性を尊重し、誰も取り残さない、全

ての人が地域社会の一員として安心

して暮らせる社会であるというふう

に考えております。 

 その実現についてでございます

が、障害の理解促進、障害者の就労

機会の確保、聴覚障害とか視覚、聴

覚、言語の障害者の方々のコミュニ

ケーションの確保、文化スポーツ活

動を通じた社会参加への支援等、こ

うした取組を継続して取り組んでい

くことで、共生社会の実現に向けて

取り組んでまいりたいというふうに

考えております。 

○議長（藤田誠一） 再質問はあり

ませんか。小野志保議員。 

○７番（小野志保）（登壇） 部長

の御答弁ありがとうございます。市

長のお考えはどうなのか、重複する

かもしれませんけれども、やっぱり

トップとしてはどのような思いを持

たれているのか、この共生社会に向

けての御意見をお願いいたします。 

○議長（藤田誠一） 答弁を求めま

す。古川市長。 

○市長（古川拓哉）（登壇） 小野

志保議員さんの再質問にお答えをい

たします。 

 共生社会についてということです

が、小野議員さんの質問でもありま

したように、全く考えは同じであり

ます。やはり、多様性や個性を認め

合いながら、共に助け合って生きて

いくという社会が重要なんだろうと

いうふうに思っております。共生と

共存という言葉がありますが、例え

ば共存であれば、同じ町、この新居

浜市に住んでいるというところで止

まってしまうんだろうと思いますけ

れども、共生ということになると、

お互いが助け合っていくというよう

な意味合いに変わってくるんだろう

というふうに思っています。 

 そのような中で、やはりこれから

の新居浜市のまちづくりとしまして

は、そういった個性とか多様性とい

った違いを力に変えていくことが重

要だろうと私は考えておりますの

で、誰もが社会参加ができる、ノー

マライゼーションのまちづくりとい

うものを考えていきたいというふう

に思っております。 

○議長（藤田誠一） 再質問はあり

ませんか。小野志保議員。 

○７番（小野志保）（登壇） ３点

お伺いいたします。 

 先ほどの使用料の減免の件でござ

いますけれども、また改定のときに

というお話でございました。やは

り、今現在使うことができていな

い、また大会のときには減免は使え

るよということを実は障害者団体様

は御存じないです。そういった周知

も必要なのかなと思うんですけれど

も、やはりまずはこの障害者の方、

高齢者の方が活動の機会を失うと、

こういった点にはどのようなお考え

をお持ちでしょうか。 

 ２点目なんですけれども、体育館

の使用料の収入、それと市民の健

康、どちらを最優先されますか。 

 ３点目、第六次新居浜市長期総合

計画、この後期計画の基本計画の中

の障がい者への理解と社会参加の促



進の取組内容に文化・スポーツ活動

などの社会参加への支援とありま

す。しかし、体育施設の減免はしな

い、矛盾してませんか。今すぐにで

も、先ほど市長が認めるときとあり

ましたので、条例を変えなくてもこ

こで高齢者の方、障害者の方に、皆

さんと同じように、このスポーツの

機会、活動の機会を設けるというお

考えはないでしょうか、お願いいた

します。 

○議長（藤田誠一） 答弁を求めま

す。守谷企画部文化スポーツ局長。 

○企画部文化スポーツ局長（守谷典

隆）（登壇） 小野志保議員さんの

再質問にお答えいたします。 

 今使えていない状況、周知も足り

ないのではないか、活動できていな

い状況をどう考えるかということで

ございますけれども、確かに障害

者、高齢者の方に限らず、特に集中

する市民体育館を例で申し上げます

と、利用区分のことであったりとか

で、なかなか予約ができない状況

で、それに加えて、日中は結構お元

気な65歳以上の方々というのはお見

かけするんですけども、やはり皆さ

ん仕事とか持たれたその後というの

がなかなか集中しているところがご

ざいます。そういったところも踏ま

えて、今回見直しをちょっと考えて

いこうというところでやっておりま

す。 

 次に、２番目の収入と健康、どち

らを優先するのかというのでござい

ますけど、まずは市民の健康であっ

たり、生活の向上というのが優先さ

れるべきであると考えております

が、収入も得ながら、施設の整備も

進めながら、使いやすい環境に努め

てまいりたい、このように思ってお

ります。 

 最後に、３点目、第六次長期総合

計画でもいろいろいいことを書いて

ますがどうですかということなんで

すけど、特に減免だったらすぐにで

も対応できる可能性はあるんですけ

ども、そこでももしかしたら今の予

約システムのシステム改修であった

り、費用がかかる部分もあるので、

そこら辺も含めて検討を進めたい、

このように考えております。 

○議長（藤田誠一） 再質問はあり

ませんか。小野志保議員。 

○７番（小野志保）（登壇） 前向

きな御答弁ありがとうございまし

た。 

 決して優遇をしてほしいわけでは

ありません。みんなが同じ機会を持

って活動できる、そんな社会をつく

っていただきたい。また、私に御相

談のあった障害者団体の方は、共生

社会を目指す中で、使いやすい施設

が増えてほしいと最後におっしゃい

ました。共生社会の実現に向け、参

加しやすい環境づくりを要望いたし

まして、私の質問を終わります。あ

りがとうございました。 

 

 


